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学校における危機管理 

 

危機管理の定義 

 

 

 

 

 

危機管理の必要性 

学校は、生徒が安心して学ぶことができる安全な場所でなくてはならない。災害・事故・事

件はいつどこでだれに起こりうるか予想することが困難な場合がある。適切な対策をとること

によって危機的発生状況を防止し、被害を最小限にすることになる。地震、感染症、食中毒等、

不審者侵入に対する適切かつ確実な危機管理体制を確立しておくことが重要である。 

 

危機の分類 

分類 内 容 (例) 

学習活動等 
学習活動 運動時、実習・実験、校外活動中の事故  

特別活動 修学旅行、現場学習等での事故  

部活動 熱中症による入院、運動時の事故  

その他の活動  学校施設利用中の事故、不審者侵入  

登下校 交通事故 死傷事故等 

不審者 不審者による声かけ、わいせつ行為等  

健   康 感染症 新型インフルエンザ、感染性胃腸炎等の集団感染 

アレルギー  食物アレルギーによるアナフィラキシー等  

食中毒  給食等による集団食中毒、給食への異物混入等  

問題行動等 問題行動 万引き、暴力、深夜徘徊、性犯罪、喫煙、飲酒、薬物乱用  

いじめ  いじめに起因する傷害・自殺、ネット上の誹謗中傷  

災   害 火災･自然災害 火事、地震、風水 (雪 )害、原子力災害等  

施設設備  施設設備 施設の保守管理、修繕の不備、誤使用等に起因する人身事故  

生徒や教職員の命や心身に危険をもたらす様々な危険を未然に防止する

とともに、万一災害・事故・事件が発生した場合に被害を最小限にし、

適切に敏速に対応すること。 



  

教  職  員 不祥事 教職員の不祥事（飲酒運転、暴力行為、セクハラ等）  

健康管理  心身の不調による業務への影響  

事故  交通事故  

情    報  個人情報 個人情報の漏洩 

 

 



  

緊急事態発生時の対応 

項      目 具体的取り組み 

○発生源への緊急対応 □ 事件・事故・災害の発生原因の早期除去 

  〔不審者の侵入阻止、火災の消火、施設等の不備の応急修理など〕 

○指揮総括 

［危機管理責任者］ 

・校長 

［危機管理推進委員］ 

・教頭、事務長 

□ 事件・事故・災害概要の迅速な把握 

 □ 生徒や教職員の安全確認 

 □ 情報収集（情報の一元化）と共有 

 □ 危機管理委員会の立ち上げ 

 □ 教育委員会、警察、関係機関等への緊急通報、支援要請  

 □ 的確な意思決定と指示 

 □ 報道対応（窓口の一本化） 

○危機管理 

校長、教頭、事務長、 教

務主任、生徒指導部長、 

進路指導部長、渉外部

長、保健主事、学年主

任等関係者 

□ 教職員への緊急連絡と招集 

 □ 生徒の避難誘導と安全確保 

  ・生徒を発生源から遠ざけ、不安を軽減 

  ・安全確認、点呼 

 □ 重要物品の搬出 

 □ 警察官、救急隊員等を現場に誘導 

 □ 保護者への緊急連絡〈保護者担当〉 

 □ 情報収集・整理、コメント作成〈報道担当〉 

□ 時系列での記録〈記録担当〉 

○ケア対応 

教育相談、保健主事、 

養護教諭、 学年主任、 

担任・副担任など 

□ 負傷者、ハイリスク生徒の迅速な把握 

 □ 応急手当〔心肺蘇生法、ＡＥＤ〕 

 □ 病院への搬送とアフターケア 

 □ 生徒の不安の軽減 

 □ ハイリスク生徒、保護者の把握 

 □ ケア計画の作成 

 □ 専門家と連携した教育相談・カウンセリング等 

  緊急事案発生時には、危機管理マニュアルに想定していない状況も発生することがあるため、

正確な情報収集に基づき、迅速かつ的確に判断し、トップダウンを基本に、全教職員が協働し



  

て危機に立ち向かう。 

 危機管理責任者 

危機管理責任者は学校長。校長不在時は下記の通り。 

８：20～16：50 ①教頭 ②教務主任 ③生徒指導部長 

 

１ 地震への対応   

 

（１）南海トラフ地震臨時情報等が発表された場合 

   調査中  ［観測された現象が南海トラフ地震の前兆現象である可能性が高まった場合に発
表される］ 

    ①登校時 生徒は自宅または学校の近い方へ行く。 

    ②在校時 1.校内緊急放送で指示する。 

             「気象庁では南海トラフ地震の評価検討会を招集しました。これから放送する
ことをよく聞き、その後の指示に従ってください。」 

       2.生徒を下校させる。（不可能な生徒は、保護者に連絡して学校で待機） 

    ③下校時 生徒は自宅または、学校の近い方へ行く。 

    ④在宅時 原則として自宅待機とする                   

    巨大地震警戒・巨大地震注意発表時  ［予知情報・・想定震源域内でモーメントマグニチ
ュード 8.0 以上（警戒）7.0 以上（注意）の地震が発生したと評価した場合に
発表される］     

  ①登校時 生徒は自宅または学校の近い方へ行く。 

    ②在校時 1.校内緊急放送で指示する。 

             「本日○○時○○分、巨大地震警戒（巨大地震注意）が発表されました。詳し
い情報については、入り次第校内放送でお知らせします。皆さんの落ち着いた
行動が、混乱を防ぎ、被害を少なくするのに役立ちます。あわてず、騒がず、
落ち着いて行動してください。また、今から火の使用を禁止します。」 

       2.生徒を学校に待機させる 

    ③下校時 生徒は自宅または、学校の近い方へ行く。 

    ④在宅時 原則として自宅待機とする                   

 

  以下のとおり職員は配備につく。注意情報・予知情報が発表された時。 

 校長が指名した災害対策委員（校長、教頭、事務部長を含む） 

 勤務時間内    直ちに配備につく。 

 勤務時間外･出張中 直ちに所属校に赴き配備につく。 

 一般教職員 

 勤務時間内     校長の指示に従い、対策等の実施（補助）に当たる。 

 勤務時間外･出張中 

 

校長の指示（「自宅待機」「学校に参集」等）に従って行動
する。 

 

  緊急地震速報時  

  ①登校時 生徒は安全な場所に一時避難する。 

   自宅または学校の近い方へ行く。 

  ②在校時 1.校内緊急放送で指示する 

       「本日○○時○○分、○○地震の緊急地震速報が入りました。詳しい情報につ
いては、入り次第校内放送でお知らせします。管理責任者の先生方の指示に従
って、あわてず、騒がず、落ち着いて行動してください。皆さんの落ち着いた
行動が、混乱を防ぎ、被害を少なくするのに役立ちます。」 

       2.生徒に地震に対する気持ちの準備をさせる。 

    ③下校時 安全な場所に一時避難する。 

              自宅または学校の近い方へ行く 



  

    ④在宅時 原則として自宅待機とする                   

 

（２） 地震が発生した場合 

    ①校内緊急放送で指示する。 

     「先生の指示に従い、（     ）に避難しなさい。しばらくの間余震がつづくと思わ
れます。手近なもので頭部を保護し注意して避難しなさい。携帯電話の使用は禁止しま
す。」 

  ②生徒を避難誘導し、保護管理にあたる。地震についての情報を流す。被災地域になった
場合、安否確認方法について指示。 

  ③ 地震発生の場合の避難誘導 

    ・発生 

         ◎落下物から身体を保護し、「主振動」が去るまで、絶対に行動を起こさない。                
（約６０秒後に行動） 

         ◎机等を利用して（身体をかがめ、もぐる）落下物から身を守る。 

           （深呼吸をして気を落ち着ける。） 

         ◎ストーブ・ガスの火を消す。（化学薬品等の転倒・落下防止） 

         ◎ドア・戸口・窓を開き、脱出口を確保する。 

         ◎座布団等で、頭部の保護を図る。 

    ・主振動（６０秒）後 

         ◎生徒の動揺を鎮め、混乱状態にならぬよう、勝手な行動を抑える。 

         ◎「落ち着け。ケガをした者はいないか。」（負傷者の有無の確認・救助・応急手
当） 

         ◎状況判断により、避難の準備をする。 

         ◎歩行不自由者・負傷者の対策を立てる。 

  ④ 職員の誘導指導 

     ・職員の適切な指示、指導により、生徒の安全確保を第一にする。 

     ・指示は明確にし、生徒を落ちつかせ、常に生徒を確実に掌握する。 

      ・障がいのある生徒の保護措置、安全性の優先を考慮する。 

    ・普通教室以外の場所（便所・体育館・特別教室等）にいる生徒を配慮する。 

     ・校舎内の避難順序や経路も校舎の被害状況によって変更の必要性が生じるので、職
員は状況に応じて適切な処置をとる。 

        ・教室から安全な場所へ誘導する。 

    ・誘導責任者 

         ●授業中  授業担当教師 

         ●自習中  自習監督教師、近隣監督教師 

         ●清掃中  掃除区域監督、または付近の教師 

         ●放課後  部顧問、生徒会顧問 

         ●その他  出張中で担当教師不在の時は、直ちに代理を指名する。 

           ＊ 停電により校舎の連絡が適切になされない場合の最終判断は、ＨＲ担任、教科
担任等の誘導者による。 

 

（３） 家庭・学校間の連絡方法 

  ＮＴＴ「災害用伝言ダイヤル１７１」を利用して安否確認する。 

   ・家庭から学校へ問い合わせしたい場合 

             １７１ ➡ ２ ➡ ０５8－３８８－３６１１ 

                           （必ず市外局番を） 

       ※ガイダンスに従って、行ってください。 

   ・家庭へ問い合わせしたい場合 

              １７１ ➡  ２  ➡ ○○○○－○○－○○○○（必ず市外局番を） 

       ※ガイダンスに従って、行ってください。 

   ・家庭へ自分の安否を知らせたい場合 

              １７１ ➡ １ ➡ ○○○○－○○－○○○○（必ず市外局番を） 

       →「よう子です。家族は無事で、○○○へ避難しました。」 

       ※ガイダンスに従って、行ってください。 



 

 

（４）大規模地震が発生した場合の対応行動 
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地震発生

校長・教頭 

 

学校災害対策本部

設置 安全確保 

 

 

●的確な指示 

「机の下にもぐれ」 

「頭を守れ」 

●安心するよう声かけ

「大丈夫、あわてるな」 

・机の下にもぐる 

・頭部を保護し、姿

勢を低くする 

・危険性のあるもの

から離れる 

 

登校中の対応 

・生徒玄関前駐車場

へ避難 

 ・頭部を保護しな

がら避難 

 

校長は校長室で指

揮 

全校避難の指示 

・校内放送 

・停電時はハンドマイク等

で伝達 

・初期消火 

できるだけ多くの

職員で対応 

・施設被害状況調査 

・安全確認、危険箇所の立

入禁止措置 

・地域防災拠点避難

所の開設 

・教育委員会事務局

への連絡 

・外部の対応 

・避難経路・避難場所の安

全確認 

・職員駐車場へ 1

次避難 

・的確な指示 

・トイレ等に生徒が残

っていないか確認 

 

 

・通学路、居住地等

の安全確保が困難

な生徒は、学校で

待機 

 

 

・帰宅可能な生徒は

帰宅させる 

（帰宅確認を行う） 

 

 

・負傷者がいる場合

は助け合う 

 

・負傷者等の救出 

・応急手当 

・地域医療救護拠点

との連携     

生 徒 

 

教職員 

 

 

避難誘導 

被害状況把握 

帰宅指示（下校） 

体育館等 

預かり・留め置き 

 

避難所支援班 

救 護 班 

・人数と安否確認 

・行方不明者の捜索

救出 

周囲の状況把握・状

況により第 2 次

避難 

 

避難誘導班 

消 火 班 

統括本部 

安全確保 

安全確保 



 

 

２ 非常変災時の対応 
 
(１)大雨、洪水、大雪、暴風等の特別警報・警報発表時の対応について  

（岐阜市もしくは生徒居住地に発表された場合）  

  校長は、気象状況やその他の状況の把握に努め・非常変災時における生徒の安全確保、休業や

授業中止の適切な処置をとる。 

 

 生徒在宅時に発表された場合  

①（授業・テスト・行事） 

・始業開始 2 時間前（6 時 20 分）までに特別警報・警報が解除された場合は、平常通りの授業を

行う。 

・始業開始 2 時間前（6 時 20 分）より、午前 11 時までに特別警報・警報が解除された場合は、

解除後 2 時間を経てから授業を再開する。（担任は連絡網で授業開始時間を知らせる） 

・午前 11 時までに特別警報・警報が解除されない場合は、その日の授業は中止する。 

 

 生徒在校時に発表された場合 

①授業中 

・警報が発表された場合は、原則として学校待機とする。 

・学校より「モバイル緊急連絡メール」で学校待機になったことを保護者に連絡するとともに、ホ

ームページに掲載する。 

・担任は生徒を通じて学校待機になったことを保護者に連絡させる。 

・その後は下記の「下校を開始する場合」、「下校を開始した場合」に沿った対応をする。 

②放課後 

・非常変災が予想され帰宅可能な状況時に、部活動・放課後学習・実習等の活動は中止して生徒の

安全な帰宅を優先する。帰宅は校長が指示する。 

・学校待機となった場合は、待機している生徒の名前を把握し、その活動の担当者（部活動顧問等）

が担任の役割をする。両校舎間で待機生徒に関する情報を共有する。 

・その後は下記の「下校を開始する場合」、「下校を開始した場合」に沿った対応をする。 

③休日（部活動等） 

・事前に非常変災が予想される場合には活動を中止する。 

・学校待機となった場合は、担当者は待機している生徒の名前を把握し、管理職と連携をとりなが

ら保護者に待機している旨を連絡する。 

・その後は下記の「下校を開始する場合」、「下校を開始した場合」に沿った対応をする。 

④校外活動時 

・事前に非常変災が予想される場合には活動を中止する。 

・警報発表または警報発表が予測される場合は最寄りの避難所や安全な場所に避難する。 

・学校と連絡をとり、生徒の安全を最優先に考えた対応をする。 

 

下校を開始する場合 

・教職員は、通学路の安全・交通機関の運行状況・生徒居住地等の状況を確認する。 



 

 

・校長は交通機関、道路、生徒の居住地等の安全を確認したうえで、下校の指示を出す。 

・校舎及び学校施設の点検をし、学校周辺の状況を把握、安全を確認する。 

・生徒に帰宅手段別の注意点を示し、指定する帰宅経路を通るように指導する。 

・帰宅しだい速やかにメール返信または電話で学校へ連絡するよう指導する。 

・教職員は生徒の安全を確保するために担当の配置につく。 

・学校より「モバイル緊急連絡メール」で下校を開始することを保護者に連絡するとともに、ホー

ムページに掲載する。 

・担任は生徒を通じて下校することを保護者に連絡させる。 

 

下校を開始した場合 

  ・教職員は担当場所で生徒の安全を確保するために立哨指導や巡回指導をする。 

・交通機関の不通等で学校待機の生徒は、人数に応じて会議室・体育館など一ヶ所に集める。 

・待機生徒の保護者と帰宅方法等について連絡を取る。 

・生徒帰宅後、学校待機生徒以外に残留生徒がいないか校内を巡回し確認する。 

・生徒は、自宅に到着しだい担任に連絡する 

・帰宅が予想される時間になっても連絡のない生徒の保護者と担任は連絡をとる。 

 

待機を続ける場合 

・食料と飲料水が必要な場合は自動販売機を緊急時解放する。 

・冬季の大雪警報で待機となった場合は、生徒は自分の防寒着を着用し、学校の暖房機で暖をとり

ながら待機する。 

 

事前の準備 

・教職員が災害に対して十分に理解しておくための研修を実施する。 

・防災教育を充実させ、生徒は通学経路のハザードマップを作成し、事前に危険場所や非常変災時

の帰宅経路、帰宅手段（保護者の迎えの有無含む）を決めておく。 

・生徒・保護者に「モバイル緊急連絡メール」への登録を依頼するとともに、登録者一覧を準備す

る。 

・年度当初に「モバイル緊急連絡メール」を使った緊急連絡訓練を実施する。 

・市や町の関係機関と平素から連携を強化する。 

・生徒通学範囲のハザードマップを作成し、事前に危険場所や生徒の通学経路を把握する。 

・安全確認場所や立哨指導場所等を決めておく。 

 

(２)浸水害への対応について 

 ・境川が洪水を起こした場合、学校の敷地は２ｍ～５ｍの浸水が想定される。 

  学校周辺にも２ｍ～５ｍの浸水域が広がっている。 

 ・洪水が予想される場合は、水位の情報を以下のサイトで定期的にチェックし非常時に備える。 

  http://www.river.go.jp/ 

・境川氾濫危険情報が出たら、生徒の居住地域の危険性も考慮し、安全が確認されるまで生徒を校

舎２階以上に避難させ、原則各ＨＲ教室に待機させる。ＨＲ担任、副担任は確実に生徒を掌握す



 

 

る。担任➡学年主任➡管理職のルートで速やかに全体状況を把握する。 

   

(３)落雷への対応について 

 ・生徒が屋外で活動中、落雷の予兆があった場合は、活動を中止させ、危険性がなくなると判断さ

れるまで、安全な場所に避難させる。 

・落雷が予想される場合は、定期的に気象情報を入手し、教職員に情報を提供する。 

・雷鳴が聞こえたり、雷が近づく様子があったりする場合は、屋外での活動を中止する。 

・避難は、近くの建物、自動車の中等、安全な空間に入る。周囲に建物が無い場合は足を閉じてし

ゃがみ、身を低くする。テントやトタン屋根の小屋は危険である。高い木は落雷しやすいので、

4メートル以内には近づかないこと。 

・雷雲が遠ざかって、３０分以上経過してから屋外に出る。 

 

(４)竜巻、突風への対応について 

・教室にいる時に竜巻、突風が発生した場合は、窓を閉めカーテンを引く。窓ガラスからできるだ

け離れ、丈夫な机の下に入るなど、身の回りにあるもので頭を守るなどの避難体制を取る。 

・教室以外の校舎内にいる場合は、壁に近い場所で避難体制を取る。建物の最下階に移動する。 

・屋外にいる場合は、校舎など頑丈な建物に避難する。プレハブや物置などには避難しないように

する。 

・登下校中の場合は、屋根瓦など、飛ばされてくるものに注意する。近くの頑丈な建物に避難する。

建物に避難できないときは、くぼみなどに身を伏せ横風を受けないようにする。橋や陸橋の下に

は行かないようにする。 

・気象庁の「雷・竜巻発生確度ナウキャスト」で日頃から情報収集に心掛ける。 

 

(５)災害ごとの避難場所 

地震・・・①本校グラウンド②本校体育館 

火事・・・①本校グラウンド②本校体育館 

洪水・・・①本校本館棟・特別棟校舎２階以上②本校本館棟屋上・特別棟屋上 

竜巻・・・①本校本館棟・特別棟校舎②本校体育館 

 

 

 

３ 備蓄品と被害を最小限に食い止めるための資器材  

  

○備蓄品一覧（一人分）       

飲料水５００ｍｌ         ４本 

ライスクッキー（ココナッツ味）アレルギー対応 ３箱 

ライスクッキー（いちご味）アレルギー対応 ３箱 

ハイブリッドシート       １枚 

除菌ウェットティッシュ    １個 

不織布リュック（学年色カラ―）   １個 

 



 

 

○備蓄場所 

生徒用：特別教室棟２階暗室・特別教室棟２階生物講義室東 

職員用・簡易トイレ等：特別教室棟２階書道準備室 

 

○被害を最小限に食い止めるための資器材 

垂直式救助袋    

 本館３階廊下東（２年１組教室前）   

 特別棟３階廊下西（視聴覚教室前）   

緊急時開放備蓄型自販機    

 東昇降口   

 西昇降口   

融雪剤    

 非常階段下 １０俵       

 
４ 保護者への引き渡し 

１ 引き渡しの判断  

地震の場合は下記を目安とするが、災害の種類や状況（学校周辺の交通事情等）、生徒の状況、生徒

の家庭の状況等を事前に協議確認する必要がある。 

         

学校を含む地域の震度 

震度５弱以上 震度４以下 

原則として保護者が引き取りに来るまで学

校に待機させる。 

原則として下校させる。 

 

２ 引き渡し場所と方法 

引き渡し場所は各教室または会議室、体育館、玄関、校庭など状況に応じて判断する。 

 

担任（副担任）は各クラス出席簿（名簿）を用いて生徒の確認と保護者氏名、時間等を記入する。 



 

 

５ 職員の対応と業務（令和元年度） 

本部長： 校長    副部長：教頭 

＊災害（火災・地震）発生時の対応         ○印はリーダー 

係   名 職  員  名 

消防署への連絡 教頭 

災害時放送・記録 事務職員 

避難誘導 ○生徒指導部長・教科担任・部顧問 

生徒数の把握 ○教務主任・担任 

誘導後の全体指導 ○教頭、保健厚生部長 

負傷者への応急処置 ○養護教諭 

 

地震災害時職員動員計画 １ 

 注意情報 予知情報発表 緊急地震速報時 地震発生・警報発令時 

勤

務

日 

●出勤 

 

●自宅に被害がある場合は、学校へ連絡し、

自宅の復旧に努める。 

●被害のない場合は、安全に留意し、校区の

被害状況を把握しながら出勤する。 

休

業

日 

●自宅待機 

●管理職は出勤 

●出勤 ●自宅に被害がある場合は、学校へ連絡し、

自宅の復旧に努める。 

●被害のない場合は、安全に留意し、校区の

被害状況を把握しながら出勤する。 

 

地震災害時職員動員計画 ２ 

震度 動員区分 勤務時間内 勤務時間外 出張中 備考 

５ 

強 

 

管理職 

参集可能職員 

 

直ちに配備

に着く 

直ちに出勤し配備に

着く。交通事情等で出

勤できない場合は、連

絡する。 

安全に留意して、帰

校できる職員は帰

校する。 

自宅に被害があ

っても管理職は

出勤する。 

6 

以 

上 

上記に加え 

遠距離通勤者 

直ちに配備

に着く 

直ちに出勤して配備

につく。交通事情等で

出勤できない場合は、

連絡する。 

安全に留意して、帰

校できる職員は帰

校する。 

自宅に被害があ

る場合は、自宅の

復旧に努める。 

 

 



 

 

                                         

岐 阜 県 立 羽 島 北 高 等 学 校    自衛防災組織 
 １ 防災組織 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

舎 階 施      設 責任者 
 
 
本 
 
 
館 
 
 
棟 

 
 

 
 

南 
 

舎 
 

 

 
 
 
 

１ 
 
 
 
 

 会議室  庄 司 
 保健室  鈴木美 
 事務室  竹 花 
 校長室  竹 花 
 職員室  庄 司 
 印刷室  庄 司 
 小会議室・更衣室  庄 司 
 放送室  竹 尾 
 生徒指導室  村 上 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
       
       
       
       
 
 
 
 

２ 
 
 

 各ＨＲ 各ＨＲ
Ｔ 

 進路指導室・資料室  白 木 
 選択教室５ 庄 司 

３ 
 

 各ＨＲ 各ＨＲ
Ｔ 

 国際交流室・生徒会
室 

郡 

 選択４・囲碁将棋 庄 司 
 茶華道 塩谷・杉山真 

４ 
 

 各ＨＲ 各ＨＲ
Ｔ 

選択教室1~3 資料
室 

 庄 司 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   
防
災
責
任
者 
   
   
 
校 
 
長 
 

 
 
 
 
 

   
防
災
副
責
任
者 
  
 
教 
   
頭 
 

 
 
 
 
 

   
防
災
副
責
任
者 
 
 
事 
務 
長 
 

   
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
    
  
特 

 
別 

 
教 

 
室 

 
棟 

 
 
 
 

北 
 

舎 
 
 

  
１ 

  
 

 食物実習室・準備室  森 前 
 被服室  森 前 
 化学講義室 林 
 化学実験室・準備室 林 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 

２ 
  
 

 図書室・準備室  奥 田 
 書道教室  奥 田 
 生物講義室  前田裕 
 暗室  前田裕 
 生物実験室・準備室  前田裕 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 

３ 
  
 

 視聴覚室・準備室  奥 田 
 コンピューター室  箕 浦 
 教育相談室  前田暁 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 物理講義室  梅 原 
 物理実験室・準備室  梅 原 

  
 

４ 
  
 
 

 音楽室・準備室  鳥 居 
 第１講義室  鳥 居 
 第２講義室  鳥 居 
 第２視聴覚室  鳥 居 
 写真部  河 村 
 美術教室・準備室  河 村 

 
  

付属棟 
 

 用務員室  竹 花 
 
 

 購買室  竹 花 
 倉庫  竹 花 

 
 
 
 

 
  
体 育 

 
施 設 
 
 

 体育職員室  三 島 
 体育器具庫  三 島 
 体育館  三 島 

  五常館  三 島 
 
 
 

 プール  三 島 
 部室  三 島 
 北倉庫  三 島 

 



 

 

 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 建築物などの検査 竹 花 
 火気使用施設検査 竹 花 
 電気設備検査 竹 花 
 危険物・特別可燃物検査 竹 花 

 
 

 消火設備点検整備 竹 花 
 警報設備点検整備 竹  花 

 
 
 

 
防災委員会 

 

 
 

 避難設備点検整備 竹 花 
 防火用水点検整備 竹 花 

 
  
 
２ 消防組織 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  通報連絡班          ○ 庄 司     村 上   白 木
  

 
  消  火  

班 
   消火器  ○ 奥田  佐野   西村祐  箕浦

  
 
 
 
 

 
  消火栓  ○ 加藤信 山川  下野  安田 
 
  防火扉  ○ 宮 崎  汲  田   高 木

  
 
  搬  出  班   

 
 
 
 
 
 
 
 
  
  

舎 階 施      設 責任者 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
本 
 
 
館 
 
 
棟 

 
 

 
 

南 
 

舎 
 

 

 
 
 
 

１ 
 
 
 
 

 会議室 塩谷・杉山真 

 保健室  鈴木美 
 事務室  田 村 
 校長室  伏 屋 
 職員室 宮部・鷲見 

 印刷室  西 脇 
 小会議室  藤 澤 
 放送室  竹 尾 
 生徒指導室 能 登 

  
  
  
  
  
 
 
 
 
 
 

２ 
 

 

 各ＨＲ 各ＨＲ
Ｔ 

 進路指導室・資料室  福 島 
 選択教室５ 福 島 

３ 
 
 

 

 各ＨＲ 各ＨＲ
Ｔ 

 国際交流室・生徒会
室 

 小 薗 

  
本 部 

 選択４・囲碁将棋 小  薗 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

茶華道  小 薗 
 ４  各ＨＲ 各ＨＲ

Ｔ 
 選択教室1~3 資料

室 
 竹 内 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   
消
防
隊
長
   
 
  
校 
 
 
 
 
長 

 
 
 
 
 
 

   
消
防
副
隊
長 
   
 
事
務
長
・
教 
頭 

 
 
 
 
 
 

  
連
絡
・
指
揮 
 
 
保
健
厚
生
部
長 

 
 
 
 
 
 

  
 
   
 
 
 
 
 
 
 

 
    
  
特 

 
別 

 
教 

 
室 

 
棟 

 

  
１ 

  
 

 食物実習室・準備室  森 前 
 被服室  森 前 
 化学講義室 林 
 化学実験室・準備室   林 

  
 

２ 
  
 

 図書室・準備室  坂 本 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 書道室  坂 本 
 生物講義室・準備室  前田裕 
 暗室  前田裕 
 生物実験室・準備室  前田裕 

 
 
 
 

  
 

３ 
  

 視聴覚室・準備室  毛 利 
 コンピューター室   辻 
 教育相談室  前田暁 
 物理講義室  梅 原 



 

 

        
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

北 
 

舎 
 
 

  物理実験室・準備室  梅 原 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 

４ 
  
 
 

 音楽室・準備室  鳥 居 
 吹奏楽部室  鳥 居 
 選択A教室  川 嶋 
 選択B教室  川 嶋 
 写真部室  河 村 
 美術教室・準備室  川 嶋 

 
  

付属棟 
 

 用務員室  伏 屋 
 
 

 購買室  伏 屋 
 倉庫  伏 屋 

    
 
 
 

 
  
体 育 

 
施 設 
 
 

 体育職員室 増田・中田 

 体育器具庫 増田・中田 
 体育館 増田・中田 

 
 
 
                    
  

 五常館 増田・中田 
 プール  宇 野 
 部室  宇 野 
 北倉庫  宇 野 

               
  誘  導  班     ○ 前田輝     近 藤    郡   三 浦 
 
  警 備 班     ○ 千 村     舩 戸   阿 部  中 村 
 
  救 護 班     ○ 鈴木美    佐 藤     鈴木祐  下入佐 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
        



 

 

6 不審者侵入時の対応      

 

 

 

       

      
 
 

  

  不審者発見？   

   

 

    

  不審者かどうか 

声をかけて、用件を尋ねる 

   

 

 

 

危害を加えそう  

 

 

危害を加えなさそ

う 
 

  

  隔 離 ・ 通 報  再び退去を依頼  

  □教職員へ緊急連絡   

  □１１０番通報   

  □暴力行為阻止・説得、移動阻止   

  □教育委員会に連絡・支援要請   

   

 

    

  安 全 確 保    

  □静かに、気づかれないように避難誘導  

  
 

□現場から離れた場所へ 
 

 

  （駐車場、体育館等）   

  □全校への周知、生徒の掌握  

   

 

    

  負傷者がいるか    

 い る  

 

 

いない 
 

  

 
 応 急 手 当    



 

 

 

 

  □１１９番へ通報   

  □救急車到着までの応急手当   

  □被害者等の心のケア着手   

   

 

    

  事 後 対 応    

        

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

７ 救急体制 

   

１ 事故発生の対応について配慮すべきこと 

 ①事故発生時の状況把握 

   ・緊急事態発生時は、生徒による状況説明は十分でないことを考慮し、周囲の状況・情報から

慎重に検証する。決して、憶測・推測はしない。 

 ②応急処置と医療機関への搬送 

   ・学校のみの対応でよいか、医療機関に搬送するかは慎重に判断する。本人が大丈夫と言って

も、安易な判断によって事態を悪化させることがあることを常に意識し、事故の状況をでき

る限り正確に判断する。 

 ③明らかに重大な事故の場合 

   ・管理職不在時や遠征先で、明らかに命にかかわるような場合は、担当者の判断で迷わず 119

番通報する。（例：意識がない、大出血、心臓・呼吸停止など） 

 ④重大事故で報道や訴訟への対応が必要な場合に備えて 

   ・大きな事故の場合は、速やかに県教委へ第１報を入れる。 

 

２ 保護者へ連絡する際の誠意ある対応 

 ①速やかに連絡をとる 

 ②情報を正確に伝える 

 ③保護者の意向を十分受け止める。（保護者の立場に立ち疑問や意見に耳を傾け、納得がいく説 

明に心がける。） 

 ④相手がある事故の場合は慎重に対応する。 

 

３ 事故発生時の救急体制 

 

 

 

 

 

 

４ 救急指定病院および学校医連絡番号 

   岐阜市救急病院案内（０５８－２６２－３７９９） 

＜学校医・学校歯科医の所在地および電話番号＞ 

やまだ整形外科・内科クリニック

（山田先生） 

岐阜市柳津町下佐波１－３ ０５８－２７０－１７７７ 

たじりか医院（田尻下先生） 岐阜市柳津町蓮池２－２４ ０５８－３８７－６３６７ 

まるの内科クリニック（大松先生） 岐阜市柳津町丸野１－７０－１ ０５８－３８７－８２８２ 

松波総合病院（眼科）（松波先生） 羽島郡笠松町田代１８５－１ ０５８－３８８－０１１１(代) 

救急搬送→不要→応急手当てを行い、医療機関へ受診する 

    →必要→命にかかわる症状：意識がない、心停止、呼吸停止、頸椎損傷、頭部打撲後

の嘔吐や意識障害、大出血、アナフィラキシーショックなど 

    



 

 

真鍋歯科（真鍋先生） 岐阜市柳津町蓮池５－１５－２ ０５８－３８８－３９６４ 

飯沼歯科（飯沼先生） 岐阜市八代２－２－８ ０５８－２９７－３４６２ 

 

5 AED 設置場所 

   玄関脇・事務室前・体育職員室に設置 

 

６ 事故（傷病）発生時の救急体制図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※該当箇所不在の場合は、とばして迅速に対応する。 

 
事故（傷病）発生 

＜発見者＞ 

・周りの教員に協力を依頼 

・保護者への連絡を要請 

・応急処置→心肺蘇生法の実施、救急車（１１９番）・ＡＥＤ要請の判断 

 

＜担任＞ 

・保護者へ連絡 

＜養護教諭＞   ＜保健主事

＞ 

内線２０     内線５０ 

・応急処置、記録 

・病院受診の必要性及び救急車 

（１１９番）要請の判断 

・ＡＥＤの使用 

・タクシーの要請 

＜かけつけた教員 ＞(多くの教員で協

力)  

＜Ｔ１＞ 

・応急処置の協力（ＡＥＤの準備、使

用） 

・記録 

＜Ｔ２＞ 

・救急車（１１９番）の要請 

・保健主事、養護教諭に連絡 

・他の生徒の掌握・指導 

・タクシーの要請 

保護者 

状況把握 状況説明 

連携 

連

絡 

連

絡 

連

絡 

状況説明 協力 

＜担当教員＞ 

・担当教員（部顧問または教科担任、担

任または副担任、養護教諭等）がタク

シーで搬送 

医療機関 

＜教頭＞内線１４ 

 

＜校長＞内線１５ 

 

県教育委員会・日本スポーツ振興センター 

 

報

告 

報

告 

報

告 

指

示 

指

示 

指

示 
報

告 

担 架：保健室、体育職員室 

ＡＥＤ：事務室前廊下、体育職員

室 
発

見 



 

 

※救急車を要請したときは、状況をできるだけ詳しく説明する。 

（電話を通して消防職員による応急手当の指示があった場合は、その指示に従う。） 

※救急車が到着したら状況を把握している者が対応し、できるだけ詳しく説明する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

８ 食中毒・感染性胃腸炎発生時の対応 
   食中毒は、細菌やウイルス、自然毒が原因でおこります。その中でノロウイルスは、感染力が強

く、少量のウイルスで集団感染します。症状は、下痢と嘔吐と発熱です。症状がおさまってもし

ばらくは、（２～３週間）便からウイルスの排出は続きます。潜伏期間は、24 時間～48 時間です。 

 

（１）事前の対応 

  ・流水・石鹸による手洗いの施行。 

・発生時、家庭と学校の連絡体制を確認しておく。 

  ・流行しやすい時期や予防法を伝える。 

  ・衛生用品の備蓄を整える。（マスク・アルコール消毒・次亜塩素酸ナトリウム・殺菌効果のある石

鹸・吐物処理セット） 

  ・吐物処理方法について（生徒は吐物を触らない・近づかない）周知徹底する。 

 

（２）発生時の対応 

  ・学校医・スポーツ健康課・保健所に連絡し、その指導に基づいて的確に対応する。 

  ・二次感染者検索のため、生徒・教職員の健康状態を把握する。 

  ・罹患生徒の交友関係、学校活動の調査を行う。 

  ・学校医・保健所の指導を得て、翌日以降の学校運営（臨時休校・学級閉鎖・学校行事の中止や

延期・部活動での大会参加や遠征の制限）について協議する。 

  ・保健所が行う調査に協力する。 

  ・教育委員会・保健所・報道機関への窓口は教頭が責任を持って対応する。 

  ・情報の共有化を図り、職員の役割分担を明確にし、的確な対応を図る。 

 ・全職員でトイレ（ドアノブと蛇口を消毒してから便器を消毒）の消毒をする。 

・教室・廊下等校内の消毒（1 か月）をする。 

 

（3）生徒への対応 

 ・予防方法を確認し、石鹸での手洗いを徹底する。 

 ・健康チェックをする。 

  ＜発病者＞ 

 ・いつから・症状・使用したトイレ等の聴き取り調査をする。 

 ・医療機関受診し、出席停止の措置をとる。 

 ・発症した生徒の使用トイレを指定する 

 

（４）保護者への対応 

・校内で発生したことを知らせ、家庭での健康観察（検温を含む）を依頼する。 

・感染の疑い（腹痛・下痢の症状、同教室・トイレで罹患した生徒との接触）のある生徒は、医

療機関を受診するように依頼する。 

・罹患生徒、接触者のプライバシーに十分に配慮し、差別されないように留意する。 

・二次感染防止を促す。（家庭内での 2 次感染）  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

嘔吐物の処理方法(ノロウイルス対策) 

・スピードプロテクト（使い捨て手袋・マスク・エプロン・靴カバー） 

・サットクリーンまたはゲロポン    ・ごみ袋 

・ペーパータオル           ・紙ちりとり 

中に入っている物 

★嘔吐物付近に人を近づけない。 

★処理は大人が、少人数で行う。（生徒に処理をさせない） 

★処理をする人は、使い捨て手袋・マスク・エプロン・靴カバーを使用し、

素手で行わない。 

★窓を開けて換気をする。 

処理をする前に 

①嘔吐物にサットクリーンをかける。（嘔吐物を固める） 

②固まった嘔吐物をちりとりで集めて、ごみ袋に入れる。 

 

処理の仕方１ 

※キッチンハイター(次亜塩素酸ナトリウム)と空のペットボトル

(500ml)は保健室の流し台の下にあります。 

※発見した職員(生徒不可)が①～②の処理を行い、近くにいる人

(生徒でも可)が保健室へ呼びに来てください。 

③キッチンハイターのキャップ半分をペットボトルに入れ、水を上まで入れ

て希釈する。 

④ごみ袋に希釈したキッチンハイターを入れ、ペーパータオルを浸す。 

⑤嘔吐物で汚れた場所を、浸したペーパータオルで拭き取り、その後すぐに、

浸したペーパータオルで再度拭き取る。 

⑥次亜塩素酸ナトリウムは、鉄などの金属を腐食させるので、拭き取って１

０分程経ったら水拭きをする。 

⑦使用したマスクや手袋、エプロン等は全てごみ袋に入れて封をし、捨てる。

（ごみ袋は二重にして処分する） 

⑧処理後はよく手を洗い（流水で１分以上手をこする）、更にうがいをする。 

処理の仕方２ 



 

 

９ 食物アレルギー緊急対応 

アレルギー反応は、外界から自分を守るための免疫機能の一つですが、なんらかの原因で反応に歯

止めがかからなくなってしまうと、さまざまなアレルギー疾患を起こしてしまいます。アレルギーが

暴走し全身に様々なアレルギー症状が急激に起き、死に至るような状態がアナフィラキシーといわれ

る疾患です。 

（１）事前準備すること 

・対応委員会を設置する。 

・研修会を実施する。 

・緊急対応が必要な生徒を把握し、情報を職員で共有する。 

・アドレナリン自己注射（エピペン）・内服薬の管理方法を決める。 

・症状を観察する時には、症状チェックシートを活用する。 

（２）対応の手順 

緊急性が高いアレルギー症状（食物アレルギーの生徒に下記の症状が出た場合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

緊急性が高いアレルギー症状への対応をする 
（３）緊急性が高いアレルギーへの対応 

①エピぺンを使用する。自ら注射できない場合は、教職員が行う。 

（持っていない場合は、すぐに救急車を要請） 

②救急車を要請する 

③その場で安静にする 

 

 

 

                     

④その場で救急隊を待つ。 

⑤可能なら内服薬を飲ませる。（本人所持しています。保健室冷蔵庫にもあります） 

★反応が無く、呼吸が無い場合は心肺蘇生を行う。（AED の使用も含む） 

⑥エピペンを使用した場合は、救急隊に使用時刻を知らせる。 

≪全身の症状≫ 

ぐったり 

意識もうろう 

尿や便を漏らす 

脈が触れにくい 

唇や爪が青白い 

《呼吸器の症状》 

のどや胸が締め付けられる 

声がかすれる 

犬がほえるような咳 

息がしにくい 

持続する強い咳こみ 

ゼ―ゼ―する呼吸 

《消化器の症状》 

我慢できないお腹の痛み 

繰り返し吐き続ける 

下痢（トイレにこもってい

る場合は注意） 

 

この中に症状が１つでも当てはまる場合 

 



 

 

１０ 熱中症への対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

Jアラートのアナウンス　と　避難行動等　

　（状況に応じて とるべき行動を自身で判断すること）

① ミサイル発射情報・
避難の呼びかけ

Jアラートは、ミサイルが日本の領土・領海に落下・通過する可能性がある場合に
使用されます。

政府からＪアラートにより情報伝達があった場合は、該当する市町村の防災行政
無線・屋外スピーカー等から警報が流れるほか、携帯電話にエリアメール・緊急
速報メールが配信されます。

Jアラートに従い、まず自身の状況に応じた避難行動をとるとともに、その後も情
報収集に努めること。

ミサイル発射。ミサイル発射。
北朝鮮からミサイルが発射された
模様です。建物の中、又は地下に
避難して下さい。

（A） 日本の領土・領海に
落下する可能性がある場合

（B） 日本の領土・領海の
上空を通過した場合

（C） 日本の領土・領海の
外に落下した場合

②A 直ちに避難すること
の呼びかけ

②B 通過情報
②C 落下推定情報

（日本の領土・領海外に落下）

直ちに避難。直ちに避難。直ちに
建物の中、又は地下に避難して
下さい。ミサイルが落下する可能
性があります。直ちに避難して下
さい。

ミサイル通過。ミサイル通過。
先程のミサイルは、●●地方から
●●へ通過した模様です。不審な
物を発見した場合には、決して近
寄らず、直ちに警察や消防などに
連絡して下さい。

先程のミサイルは、●●海に落下
した模様です。不審な物を発見し
た場合には、決して近寄らず、直
ちに警察や消防などに連絡して下
さい。

  11　Ｊアラートへの対応

※状況に合わせて、避難指示など
の情報が出ます。

学校では：屋内では窓から離れ姿勢を低く
して待機。屋外では校舎・昇降口・体育館・
柳津グランド事務倉庫・トイレなど、最寄り
の建物内(脇)へ駆け込む。

その後の情報や指示をよく
聞き、自身の安全を最優
先にした行動や避難解除
をする。

行動の原則：　まず避難する！　アナウンスに従う！
その後も自身の安全を判断する情報収集に努め、次の行動を決定する。

③A 落下推定情報
（日本の領土・領海に落下）

まず避難！
爆風や破片から身を守ることを最優先
に、より安全な避難をする。

a  地下施設に避難
b  できるだけ頑丈な建物に入る
 （窓の無い部屋、窓から離れる）
c  建物等の陰に身を隠す
d  地面に伏せ頭部を守る

登校前の場合は自宅待機。（こうした場合

の遅刻や欠席については配慮する）

自動車に乗っていた場合は、車を降りて
地下施設や建物の中へ避難する。

その後も情報収集・安全
確認に努める。
自身の安全が確保され
たら避難解除。

近くに落下した場合、風
上側や地下施設・建物内
に避難する。

登校前や登校途中では、
安全が確認されたら登校
する。登校することがむし
ろ危険であれば無理をし
ない。

ミサイル落下。ミサイル落下。
ミサイルが●●地方に落下した可
能性があります。続報を伝達しま
すので、引き続き屋内に避難して
下さい。

④A 追加情報

 
 

 



 

 

１２ 学校が地域の避難所となる場合 

 

１ 開放施設 

 （１）体育館 

 （２）格技場（五常館） 

 （３）開放責任者（学校長）等が別途許可した施設 

 

２ 開放備品等 

 原則として、体育館内の備品等で学校長等が許可したもの 

 

３ 危機管理担当者 

 

事務長 教頭 

竹花 容子 
058-388-3611 

0586-87-5730 
西村 美穂 

058-388-3611 

058-392-0693 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   


